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Abstract 
A duplex stainless steel was aged at 723K for time periods up to 5000h to study th巴mechanismof the 
phase decomposition of ferrite. A time evolution of the compositional fluctuation was evaluated on th巴basis
of the probabilities of the hyperfine magnetic field distribution computed from the Mossbauer spectra. 
Precipitation of the Cr-rich a' phase was investigated by the probability of the paramagnetic component and 
TEM observation. 
1 .緒言
2相ステンレス鋼は，オーステナイト (γ) とフェライト (α)の混合組織となるように Fe-Cr





















組成は0.021mass%C， 0.82 mass%Si， 1.07 mass%Mn， 7.34 mass%Ni， 25.19 mass%Cr， 3.17 
mass%Mo(以後， mass%は単に%と記載する)およびFeである。この試料は 2相組織で，フェ
ライト (α)とオーステナイト (γ)の量比は65:35である O フェライト相とオーステナイト相で
は元素の分配率が違うので，それぞれの相中の主な化学組成を EDS分析によって測定した。その
結果フェライト中では5.01%Ni，27.87 %Cr，4.30 %Mo，オーステナイト中では8.94%Ni， 23.77 % 
Cr， 2.51 %Moであった。 Cr，Moはブエライト相中に， Niはオーステナイト相中に濃縮して含
まれる傾向がある O このことからフェライト相とオーステナイト相の量比が変化すれば，それぞ
れの相中の固溶元素量も変化することが予測される O
この鋼板を約15mmX 15 mmX2 mmの寸法に切り出したものを電気炉を用いて大気中で，450'
Cで最長5000時間まで時効した。試料表面の酸化膜をエメリー研磨紙で除去した後，マイクロカッ
ターで圧延面に沿って厚さ約0.3mm に切断した。その後機械研磨で50~100μm まで加工し、無








図 1の(A.R.)は受理材のメスパウアースペクトルである O ドップラー速度 V二 O付近のピーク



































































磁場分布(図 2) の強磁性成分をより詳しくみるために，内部磁場範囲を18~36T に限定して計
算したものである。 34T付近のピークは図 1のサプピークに対応するもので，純鉄に相当する内
部磁場成分である。図 3(d)はこの34Tの存在確率(P(34T) /%)の変化である。 P(34T)はFe-rich
なα相の生成量に間接的に対応する。この P(34T)は受理材ではほとんど存在しないが 1時間
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(2) 1時間時効で， Cr-richなイ相が析出し，それにともない Fe-richなα相も生成する。時効
時間とともに両方の生成量が増し， 5000時間時効で反応は終了する。
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